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△は減額

平成27年度　当 初 予 算 　53億8130万円  前年度比0.1％ 670万円増
一般会計　33億8600万円
特別会計　19億9530万円

前年度比 　1.9％ 6300万円増
前年度比 △2.7％ 5630万円減

一般会計の主な事業 平成27年度一般会計・特別会計当初予算は、
慎重審議の結果、全会一致で可決いたしました。

特別会計
会計名 平成26年度 対前年度増減額 増減率

国 民 健 康 保 険 事 業 6億4300万円 5200万円 8.8％

介 護 保 険 事 業 7億  400万円 △ 　3300万円 △  4.5％

後 期 高 齢 者 医 療 5790万円 △　　120万円 △  2.0％

簡 易 水 道 事 業 2億1590万円 △1億   40万円 △31.7％

特定地域生活排水処理事業 1790万円 △　  　30万円 △  1.6％

農 業 集 落 排 水 事 業 1億3630万円 △ 　  280万円 △  2.0％

下 水 道 事 業 2億  980万円 2260万円 12.1％

住 宅 用 地 造 成 事 業 1,050万円 680万円 183.8％

　 計 　 19億9530万円 △ 　5630万円 △  2.7％
　※表示単位未満の端数整理により、合計と一致しないことがあります。

歳入
33億8600万円

民生費
7億9940万円（24％）

民生費
7億9940万円（24％）

総務費
3億1371万円

（9％）

総務費
3億1371万円

（9％）

議会費
6450万円（2％）

議会費
6450万円（2％）

その他（予備費など）
1265万円（0.4％）

その他（予備費など）
1265万円（0.4％）

公債費
3億9570万円（12％）

公債費
3億9570万円（12％）

教育費
3億9471万円（12％）

教育費
3億9471万円（12％）

衛生費
1億9989万円

（6％）
農林水産業費
2億3270万円

（7％）

商工費
1億891万円

（3％）

土木費
5億5613万円

（16％）

土木費
5億5613万円

（16％）

消防費
3億770万円

（9％）

消防費
3億770万円

（9％）

地方交付税
13億3400万円

（39％）

地方交付税
13億3400万円

（39％）

地方消費税交付金
6500万円（2％）
地方消費税交付金
6500万円（2％）

地方譲与税
2850万円（1％）

地方譲与税
2850万円（1％）

町税
4億940万円
（12％）

町税
4億940万円
（12％）

その他
（使用料、手数料など）
8543万円

（3％）

その他
（使用料、手数料など）
8543万円

（3％）
町債

3億2950万円
（10％）

町債
3億2950万円

（10％）

諸収入  6806万円（2％）諸収入  6806万円（2％） 繰越金
3000万円（1％）
繰越金
3000万円（1％）

繰入金
4億5281万円

（13％）

繰入金
4億5281万円

（13％）

県支出金
1億6583万円（5％）

県支出金
1億6583万円（5％）

国庫支出金
3億4570万円

（10％）

国庫支出金
3億4570万円

（10％）

電源立地地域対策交付金
7177万円（2％）

電源立地地域対策交付金
7177万円（2％） 町営集合住宅建設事業（継続）

9426万円
出雲崎消防分遣所建設事業（継続）

１億217万円

中学校校舎棟アスベスト除去事業
5404万円

アスベストが確認されたボイラー室

子育てにやさしいひまわりハウス 建設中の分遣所

小学校体育館床張替事業
4200万円

老朽化した床

消防ポンプ自動車購入
大型１台小型２台 1765万円

同タイプの大型消防ポンプ車

平
成
27
年
度
予
算

平
成
27
年
度
予
算

平成27年度予算はこうなる！
子育て・教育環境の  充実　防災対策強化も
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予
算
審
査
特
別
委
員
会

３月定例会において一般会計及び特別会計は予算審査特
別委員会に※付託して審議しました。
委員会での主な質疑内容を掲載します。

予算審査特別委員会

中
川　

正
弘 

議
員

Ｑ 

委
託
内
容
は
。
ま
た
、
目
標

設
定
型
の
評
価
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

Ａ 

役
場
職
員
の
評
価
者
と
被
評

価
者
の
研
修
費
が
主
な
も
の
で
、

目
標
を
定
め
て
行
う
業
績
評
価
と

能
力
評
価
の
二
つ
を
合
わ
せ
て
行

い
ま
す
。

髙
桑　

佳
子 
議
員

Ｑ 

研
修
を
受
け
る
対
象
者
は
誰

か
。
一
般
の
人
に
も
研
修
の
機
会

を
提
供
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

Ａ 

保
育
園
の
保
育
士
、
児
童
ク

ラ
ブ
の
指
導
員
、
小
学
校
の
先
生

等
で
す
。

加
藤　

修
三 

議
員

Ｑ 

昨
年
度
よ
り
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
海
岸
の
汚
れ
が
目
立
つ
の

で
増
額
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ 

現
段
階
で
は
国
の
補
正
予
算

が
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
補
正
が

付
く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
今

後
対
応
し
た
い
。

中
川　

正
弘 

議
員

宮
下　

孝
幸 

議
員

Ｑ 

昨
年
度
よ
り
増
額
さ
れ
て
い

る
が
、
費
用
対
効
果
な
ど
過
去
の

検
証
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ 

今
年
度
は
５
周
年
で
広
く
行

う
た
め
の
増
額
で
す
。
費
用
対
効

果
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
実
行
委

員
会
と
検
証
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
ま
す
。

三
輪　

正 

議
員

Ｑ 

組
織
が
生
か
し
き
れ
て
い
な

い
の
で
、
行
政
区
長
会
議
等
で
周

知
を
願
い
た
い
。
ま
た
、
消
防
団

と
の
連
携
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ 

消
火
等
の
火
災
に
関
す
る
連

携
は
あ
る
が
、
避
難
に
関
す
る
連

携
は
今
の
と
こ
ろ
無
い
の
で
今

後
、
検
討
し
ま
す
。

諸
橋　

和
史 

議
員

Ｑ 

今
後
の
委
託
先
と
運
転
手
の

見
通
し
は
。

Ａ 

委
託
事
業
者
の
ほ
か
、
町
と

し
て
３
名
の
除
雪
作
業
員（
運
転

手
）を
臨
時
に
雇
用
し
て
い
ま

す
。

人
事
評
価
制
度　
　
　
　

　
　

研
修
委
託
料
34万円

海
浜
清
掃
事
業
委
託
料　

500万円

自
主
防
災
組
織　
　
　
　

　
　
　

活
動
報
償
48万円

除
雪
委
託
料　
　
　
　
　

1050万円

出
雲
崎
ス
ト
リ
ー
ト　
　

　

ジ
ャ
ズ
開
催
補
助
金　
120万円

発
達
障
が
い
者
児　
　
　

支
援
者
研
修
会
報
償
２万円

ここが聞きたい!!

仙海委員長 諸橋副委員長

一
口
メ
モ

付
託
と
は

　

議
案
の
審
査
を
本
会
議
の

議
決
に
先
立
ち
、
他
の
委
員

会
な
ど
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
。

清掃が待たれる海岸

26年度  雨天のため体育館で実施
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臨
時
会
・
議
会
の
う
ご
き

１
・
６　

議
長
会
議
（
新
潟
市
）

　
　

８　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
86
号
）

　
　

９　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

第
１
回
全
員
協
議
会

　
　

20　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

23　

第
１
回
臨
時
会

２
・
16　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

20　

新
潟
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会（
新
潟
市
）

　
　

23　

第
２
回
全
員
協
議
会

　
　

　　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

26　

第
２
回
臨
時
会

３
・
３　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

10　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

第
３
回
３
月
定
例
会
招
集
日

　
　

11　

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

12　

定
例
会
２
日
目
（
一
般
質
問
）

　
　

　　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
87
号
）

　
　

14　

東
京
出
雲
崎
会
総
会
（
東
京
）

　
　

17　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　

20　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

定
例
会
最
終
日

　
　
　
　

第
３
回
全
員
協
議
会

　
　

23　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
87
号
）

　
　

25　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

27　

第
４
回
臨
時
会

　
　

31　

議
会
報
特
別
委
員
会
（
議
会
だ
よ
り
第
87
号
）

（
平
成
27
年
１
月
～
３
月
）

議
会
の
う
ご
き

議
会
の
う
ご
き
（
主
な
も
の
）

契 約 締 結
出雲崎消防分遣所建設工事

金　額 １億9116万円 相手方 東北工業株式会社

契 約 締 結
小学校体育館照明等落下防止工事

金　額 6588万円 相手方 東北工業株式会社

第１回
臨時会

第２回
臨時会

第４回
臨時会

会期  １月23日

会期  ２月26日

会期  ３月27日

ホッと情報館陽だ
まり設置及び管理
に関する条例制定

会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一　般　会　計（第６号） 390万円 34億6544万円

平成26年度 一般会計補正予算（第６号）

主 な 歳 入
・公共土木施設災害復旧費負担金… 579万円

主 な 歳 出
・除雪委託料追加………300万円
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稲荷町の旧津又邸を改修します

７月頃を目途に発行予定

陽だまり館の備品を購入

ふれあいの里でちびっこ広場を開設します

３月定例会
会期  ３月10日～20日

（11日間）

地方創生事業に419 4万円  　 一般会計補正総額  7781万円

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

＊３月定例会で決まった補正予算＊
会　　　計 補　正　額 補正後の予算額

一 　 般 　 会 　 計 （第７号） 7781万円 35億4325万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 （第３号） △    259万円 6億2983万円

介 護 保 険 事 業 （第３号） △  3048万円 7億3718万円

簡 易 水 道 事 業 （第４号） △  1864万円 3億  910万円

特定地域生活排水処理事業 （第１号） △      10万円 1810万円

農業集落排水事業 （第２号） △      16万円 1億3900万円

下 水 道 事 業 （第２号） △    459万円 1億8270万円

住宅用地造成事業 （第１号） 306万円 676万円

（△は減額） 議
案
35
件
を

　
全
会
一
致
で
可
決

・
陳
情
１
件
を
採
択

・
意
見
書
１
件
を
可
決

主　な　歳　入
・地方交付税追加………………………… 8632万円

・学校施設環境改善交付金………………2693万円

・ふるさと納税寄附金追加………………1024万円

・財政調整基金繰入減………………△１億457万円

・小学校体育館照明等落下防止事業債…2820万円

主　な　歳　出
・空き家管理システム整備委託料………486万円

・障がい福祉サービス費追加……………300万円

・小学校体育館照明等落下防止工事… 7860万円

・ふるさと出雲崎応援基金積立追加… 1024万円

一般会計補正予算（第７号） （△は減額）

可
決
し
た
条
例
改
正
（
主
な
も
の
）

◆
出
雲
崎
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
行
政
区
長
の
年
額
報
酬
等
の
引
き
上
げ
。

◆
出
雲
崎
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
団
員
の
年
額
報
酬
等
の
引
き
上
げ
。

◆
出
雲
崎
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

・
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の
第
６
期
事
業
期
間
の

保
険
料
を
定
め
る
も
の
。

指 定 管 理
出雲崎町保健福祉総合センター

ふれあいの里

ホッと情報館 陽だまり

・出雲崎町保健福祉センターは
　 社会福祉法人 出雲崎町社会福祉協議会に指定
・出雲崎町デイサービスセンターは
　 社会福祉法人 中越老人福祉協会に指定

・ホッと情報館陽だまり管理協議会に指定

※いずれも平成27年４月１日から平成30年３月31日までの
３年間

プレミアム商品券発行事業

町屋を生かした都市交流事業　

子育て支援拠点事業

観光拠点づくり事業

1210万円

400万円

684万円

595万円

農協改革に関する意見書
　提出先　　衆議院議長、参議院議長
　　　　　　  農業水産大臣、規制改革担当大臣

可決した意見書

佐　藤　　　亨 氏　（尼瀬）
　　　（平成27年４月２日から３年間）

教育委員会教育長の任命に同意

ＪＡ改革に関する陳情書（平成26年次分）

採択に決定

陳　情

３月定例会での陳情等審議結果
議員名

議案等 議決結果 山﨑 三輪 宮下 中野 中川 髙桑 田中 仙海 加藤 諸橋
ＪＡ改革に関する陳情書 可 ― 賛 否 賛 否 賛 賛 賛 賛 賛
農協に関する意見書 可 ― 賛 否 賛 否 賛 賛 賛 賛 賛

※山﨑議長は採決に加わらない意見が分かれた審議結果のみ掲載しています

人

案
事

件
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総
務
課
長 

平
成
26
年
分
は
総
額

で
一
千
万
を
超
え
、
制
度
始
ま
っ

て
以
来
の
最
高
額
と
な
り
ま
し

た
。

田
中
議
員 

自
治
体
の
お
返
し
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
る
。
当
町

は
特
産
品
を
送
っ
て
い
る
と
聞
く

が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

町
長 

高
価
な
お
返
し
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
本
来
の
趣
旨
を
逸
脱
す

る
と
思
い
ま
す
。
出
雲
崎
を
愛

し
、
応
援
し
て
下
さ
る
方
々
に
、

さ
さ
や
か
だ
が
感
謝
の
意
を
込

め
、
汐
風
米
な
ど
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
。

産
業
観
光
課
長 

二
階
に
男
女
別

ト
イ
レ
を
設
置
す
る
よ
う
変
更
し

ま
し
た
。
入
札
の
結
果
、
請
負
業

者
は
長
岡
市
の
ダ
イ
エ
ー
プ
ロ
ビ

ス
株
式
会
社
と
な
り
ま
し
た
。

仙
海
議
員 
当
初
の
建
築
工
事
予

定
金
額
よ
り
少
な
い
が
、
な
に
か

内
容
に
変
更
が
あ
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長 

入
札
価
格
で
下

が
っ
た
も
の
で
、
ト
イ
レ
の
追
加

以
外
に
基
本
計
画
は
そ
う
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。

宮
下
議
員 

坪
数
で
割
る
と
72
万

以
上
と
高
額
で
あ
る
が
、
何
の
工

事
に
こ
れ
だ
け
の
金
額
が
か
か
る

の
か
。

産
業
観
光
課
長 

基
礎
に
つ
い
て
、

敷
地
が
狭
い
等
か
ら
特
殊
な
工
法

を
使
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

総
務
課
長 

柏
崎
駅
出
雲
崎
車
庫

間
の
路
線
バ
ス
運
行
に
つ
い
て
、

国
庫
補
助
採
択
要
件
の
一
日
あ
た

り
輸
送
量
15
人
が
満
た
な
く
な
っ

て
き
て
お
り
、
今
後
、
代
替
え
と

し
て
県
単
補
助
の
申
請
を
し
て
い

ま
す
。
当
町
と
柏
崎
市
、
刈
羽
村

で
補
助
金
残
額
を
財
政
力
指
数
に

応
じ
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、

厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
維
持
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
長
岡
駅
線

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
国
庫
補
助

の
対
象
と
な
る
が
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

仙
海
議
員 

日
赤
経
由
の
バ
ス

等
、
高
齢
者
が
利
用
さ
れ
る
時
間

帯
に
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
の
運
行

を
要
望
し
て
も
ら
い
た
い
。

中
川
議
員 

以
前
は
潮
風
の
当
た

る
と
こ
ろ
に
干
し
て
、「
汐
風
米
」

と
言
っ
た
が
、
現
在
は
六
郎
女
地

区
で
作
っ
て
い
る
。
住
民
か
ら
指

摘
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
町
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長 

海
の
出
雲
崎
で
作
っ
た
お

い
し
い
米
を
「
汐
風
米
」
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
で
考
え
て
い
ま
す
。

総
務
課
長 

国
か
ら
、「
地
域
住
民

生
活
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

金
」
が
配
分
さ
れ
ま
す
。
本
町
で

は
、
子
育
て
・
定
住
・
産
業
の
活

性
化
・
交
流
人
口
の
拡
大
を
テ
ー

マ
に
事
業
を
選
定
し
ま
し
た
。

　

三
月
定
例
会
補
正
予
算
と
し
て

審
議
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
下
議
員 

空
き
屋
家
屋
に
つ
い

て
は
条
例
を
作
っ
て
進
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

総
務
課
長 

国
に
お
い
て
法
整
備

が
な
さ
れ
、
当
町
も
条
例
制
定
を

考
え
て
い
ま
す
が
、
相
続
問
題
等

課
題
も
あ
り
、
検
討
が
必
要
で
す
。

宮
下
議
員 

駅
前
の
観
光
拠
点
と

既
存
の
海
岸
地
区
の
観
光
施
設
等

と
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
い
く
考

え
か
。

町
長 

出
雲
崎
の
歴
史
・
文
化
を

積
極
的
に
発
信
し
、
妻
入
り
の
町

並
み
を
活
か
し
て
出
雲
崎
ら
し
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
積
極
的
な
誘

客
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

総
務
課
長 

地
方
創
生
に
向
け
た

横
断
的
・
長
期
的
な
行
政
組
織
と

す
る
た
め
、
現
在
の
「
課
」
を
横

断
し
て
「
室
」
を
設
置
し
、
柔
軟

な
組
織
体
制
と
い
た
し
ま
す
。

総
務
課
長 

全
体
計
画
の
一
部
で

す
が
、
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
事

業
者
で
あ
る
大
倉
産
業
が
、
３
月

末
か
ら
の
発
電
開
始
予
定
で
設
置

を
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
、
小
型

風
力
発
電
を
27
年
度
中
に
設
置
し

た
い
と
の
意
向
で
す
。

町
民
課
長 

地
域
振
興
費
の
交
付

金
の
総
額
は
、
今
後
16
年
間
で

15
億
５
千
万
円
の
予
定
で
す
。

三
輪
議
員 

跡
地
利
用
の
太
陽
光

発
電
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

町
民
課
長 

平
成
28
年
２
月
に
発

電
開
始
予
定
で
進
ん
で
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

全
員
協
議
会

第
１
回  

１
月
９
日

第
２
回  

２
月
23
日

第
３
回  

３
月
20
日

　

主
な
質
疑
に
つ
い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　
　
　
　
過
去
最
高
額
を
記
録

既
存
の
観
光
施
設
と

　
　
　
　
　
ど
う
つ
な
ぐ
の
か

「
課
」
を
横
断
し
た

　
　
　
柔
軟
な
行
政
組
織
体
制

旧
尼
瀬
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
３
月
太
陽
光
発
電
開
始

エ
コ
パ
ー
ク
い
ず
も
ざ
き
の

　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
策
は

平
成
26
年
度
国
の
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
案

駅
前
拠
点
施
設
　
入
札
結
果

ブ
ラ
ン
ド
米
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

空
き
屋
対
策
条
例
化
は

引
き
続
き
厳
し
い
バ
ス
路
線
状
況

全
員
協
議
会
・
追
跡

全
員
協
議
会
・
政
務
活
動
費

質
問 

定
住
対
策
と
し
て
同
級
会
の
地
元
開
催
に
対
し
て
助
成
を
し

て
い
る
町
村
が
あ
る
。

　

当
町
で
も
中
学
校
卒
業
後
、
同
級
会
を
開
催
す
る
卒
業
生

は
多
い
が
、
会
場
は
弥
彦
、
湯
沢
等
で
町
内
の
開
催
は
少
な

い
。
町
の
活
性
化
、
定
住
促
進
の
た
め
に
も
町
内
開
催
の
同

級
会
に
経
費
の
助
成
を
す
べ
き
と
考
え
る
。

町
長 

還
暦
、
古
稀
な
ど
人
生
の
節
目
を
当
町
で
開
催
す
る
よ
う
積

極
的
に
応
援
し
ま
す
。
新
年
度
か
ら
予
算
計
上
を
し
た
い
。

　

27
年
度
よ
り
町
内
で
開
催
さ
れ
る
同
級
会
・
同
窓
会

費
用
に
一
人
当
１
０
０
０
円
を
補
助
す
る
。

　

参
加
者
10
人
以
上
で
、
そ
の
う
ち
町
外
在
住
者
が
３

割
以
上
必
要
。（
上
限
３
万
円
）

　

さ
ら
に
還
暦
、
古
稀
な
ど
の
お
祝
い
補
助
に
一
人
当

１
０
０
０
円
を
追
加
す
る
。（
上
限
３
万
円
）

追跡
[第４回]

結果

➡
あ
の
質
問
は

　

そ
の
後
ど
う
な
っ
た

議
員
が
行
な
っ
た
質
問
の
一
部
を
取
り
上
げ
、
そ
の
後
の

経
過
を
追
跡
し
ま
し
た
。

平成26年12月議会
一般質問 平成26年度  政務活動費報告

議員氏名 交付額
支出内訳

合計 返納金
調査研究費 研修費 資料購入費 事務費

山﨑 信義 60,000 30,014 46,116 1,350 77,480 0
三輪 　正 60,000 30,014 37,116 2,484 69,614 0
宮下 孝幸 60,000 30,014 24,634 5,825 60,473 0
中野 勝正 60,000 30,014 9,000 21,669 60,683 0
中川 正弘 60,000 30,014 49,764 3,434 83,212 0
髙桑 佳子 60,000 30,014 1,000 46,116 7,940 85,070 0
田中 政孝 60,000 30,014 44,040 74,054 0
仙海 直樹 60,000 30,014 77,844 5,634 113,492 0
加藤 修三 60,000 30,014 9,000 21,422 60,436 0
諸橋 和史 60,000 30,014 37,116 1,664 68,794 0

  　※月額5,000円×26年度活動月数（12カ月）で交付

（単位：円）

◆議会基本条例に基づき政務活動費を公表します

エコパーク跡地利用（イメージ）
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新
た
な
居
住
環
境
の

　
　
　
　
　

掘
り
起
し
を

質
問 

当
町
も
保
育
料
の
軽
減
や

放
課
後
保
育
の
対
象
拡
大
、
あ
る

い
は
子
供
育
成
支
援
金
の
交
付
な

ど
、
様
々
な
取
組
み
が
成
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
酷
似
し
た
取
組
み
は

他
の
自
治
体
に
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
更
な
る
取
組
み
の
掘
り
起

し
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
町
長

の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

当
町
な
り
の
促
進
策
を

答
弁 

当
町
の
支
援
策
は
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。
単
に
他
の

真
似
は
し
ま
せ
ん
が
、
若
い
人
達

が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
聞
き
な

が
ら
、
当
町
な
り
の
促
進
策
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

集
約
し
た
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
て
は

質
問 

近
年
、
民
間
の
ア
パ
ー
ト

経
営
は
大
変
な
窮
地
に
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
我
々
目
線
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
当
町
に
住
ま
い
す
る

子
育
て
世
代
の
方
々
の
意
見
集
約

を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

ご
意
見
の
通
り
で
は
あ
る
が

答
弁 

民
間
と
町
が
行
う
ア
パ
ー

ト
の
考
え
方
は
基
本
的
・
質
的
に

違
い
ま
す
。

　

集
合
住
宅
の
形
式
は
初
め
て

で
す
か
ら
、
入
居
さ
れ
た
方
々
か

ら
、
直
ち
に
利
便
性
な
ど
、
多
岐

の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
次

な
る
対
処
を
当
然
や
っ
て
い
き
ま

す
。

土
地
活
用
を

質
問 

自
治
体
の
経
営
す
る
集
合

住
宅
の
失
敗
事
例
は
全
国
に
多
く

存
在
し
ま
す
。

　

集
合
住
宅
で
定
住
を
促
進
す
る

に
は
、
や
は
り
土
地
と
セ
ッ
ト
と

す
る
事
が
大
変
重
要
で
す
。

　

当
町
の
分
譲
地
も
平
成
３
年
か

ら
幾
度
か
に
渡
り
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
川
東
地
区
に
は
、
町
の

開
発
計
画
に
よ
り
、
八
手
方
面
に

延
び
る
農
振
法
を
外
し
た
農
地
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
を
活
用
し
て
「
ひ
ま
わ
り

ハ
ウ
ス
」
の
定
住
に
つ
な
げ
て
は

ど
う
で
す
か
。

現
段
階
で
特
定
は
し
て
な
い

町
長 

何
々
地
域
と
言
う
特
定
し

た
事
で
は
な
く
、
環
境
な
り
提
供

可
能
な
所
な
り
、
地
質
や
交
通
の

利
便
性
な
ど
の
諸
条
件
を
検
討
し

て
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

か
く
あ
っ
て
か
く
あ
る
べ
き
だ

と
言
う
時
代
で
は
な
く
、
新
し
い

時
代
感
覚
の
条
件
で
、
住
ん
で
も

ら
え
る
事
を
考
慮
し
な
が
ら
や
っ

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
特
定
の
地
域
を
決
定
し

た
と
言
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定住促進策と　　　　
　　土地活用について

町長 特定はしていない

宮下　孝幸議員

完成が待たれる『ひまわりハウス』

一
般
質
問
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質
問 

健
康
で
長
寿
な
生
活
を
す

る
こ
と
は
、
町
民
全
員
の
願
い
で

あ
り
ま
す
。
各
市
町
村
で
は
、
健

康
増
進
と
財
政
負
担
の
改
善
を
達

成
す
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
本
町

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
二
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
医
療
費
抑
制
の
指
導
に

　

つ
い
て

質
問 
健
康
で
長
寿
な
人
生
を
過

ご
す
こ
と
は
非
常
に
大
事
で
あ
り

ま
す
。
平
成
23
年
３
月
議
会
で
も

一
般
質
問
で
健
康
増
進
に
つ
い
て

質
問
い
た
し
ま
し
た
。
健
康
診
断

は
年
一
回
は
必
ず
受
け
る
よ
う
に

促
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

質
問
で
し
た
。

　

医
療
費
は
平
成
21
年
は
一
人
当

31
万
円
、
24
年
に
は
38
万
円
と
増

加
し
て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

と
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
一
般
会

計
か
ら
約
１
億
９
０
０
０
万
円
支

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
健
康
寿
命

を
伸
ば
す
事
は
大
事
で
あ
り
ま

す
。
健
康
面
、
財
政
面
で
努
力
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
具
体
的
な
指
導

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

健
康
寿
命
ア
ッ
プ

　
　

大
作
戦
を
展
開
す
る

町
長 

町
民
の
疾
病
予
防
、
健
康

づ
く
り
の
促
進
に
は
力
を
入
れ
て

お
り
ま
す
。
医
療
費
抑
制
の
指
導

に
つ
い
て
は
国
民
健
康
保
険
は
一

人
当
35
万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
72
万
円
と
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

健
康
診
断
等
に
よ
る
疾
病
の
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
レ
セ
プ
ト
や
検
診

デ
ー
タ
を
活
用
し
た
、
き
め
細
い

保
健
指
導
と
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
事
業
を

重
点
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
健
康
ア
ッ
プ
に

　
　
　
　
　

動
機
づ
け
を

質
問 

健
康
診
断
受
診
、
ス
ポ
ー

ツ
、
足
腰
達
者
ク
ラ
ブ
参
加
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
参
加
す
る

動
機
づ
け
と
特
典
に
「
健
康
マ
イ

ポ
イ
ン
ト
制
度
」
の
実
施
を
検
討

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
県
内
外
の

多
く
の
市
町
村
で
、
ポ
イ
ン
ト
に

よ
り
地
元
の
商
品
券
や
健
康
グ
ッ

ズ
を
支
給
し
て
、
健
康
づ
く
り
と

地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
お
り
ま

す
が
、
当
町
で
の
導
入
の
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

よ
り
効
果
の
上
る
方
法
を
検
討

町
長 

25
年
度
に
「
出
雲
崎
健
康

マ
イ
レ
ー
ジ
」
と
し
て
、
毎
日
の

運
動
や
健
康
診
査
な
ど
の
健
康
目

標
を
達
成
し
た
人
に
対
し
て
、
記

念
品
贈
呈
な
ど
の
事
業
を
実
施
し

た
が
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
。
国

も
健
康
ア
ッ
プ
に
ポ
イ
ン
ト
付
与

や
現
金
給
付
が
、
保
健
事
業
の
中

で
実
施
で
き
る
よ
う
明
確
化
し
ま

し
た
。

　

よ
り
効
果
の
上
る
実
施
方
法
を

充
分
検
討
し
、
町
民
の
方
の
自
主

的
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

健康マイポイント制度の
　　　　　　　　実施を

町長 自主的健康増進と
　　　疾病予防を進める一

般
質
問

三輪　　正議員
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出雲崎町の農林水産業について

町長 それぞれに対応していく

諸橋　和史議員

農
業
に
つ
い
て

質
問 

政
府
は
、
規
模
拡
大
、
コ

ス
ト
削
減
、
農
政
改
革
な
ど
を
発

表
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
は
水
稲
依
存
度
が
高
く
、

生
産
現
場
で
は
昨
年
度
産
の
米
価

下
落
や
生
産
コ
ス
ト
上
昇
に
加

え
、
米
政
策
の
見
直
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

を
め
ぐ
る
状
況
な
ど
、
来
年
度
以

降
の
再
生
産
を
ど
う
考
え
て
い
い

の
か
農
業
者
は
困
惑
し
て
い
ま

す
。

　

当
町
の
適
正
な
経
営
規
模
、
集

落
営
農
の
推
進
、
加
工
用
米
、
飼

料
用
米
、
発
酵
粗
飼
料
な
ど
の
考

え
方
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長 

町
の
農
業
規
模
に
つ
い
て

は
国
の
政
策
も
あ
り
ま
す
が
、
小

規
模
で
も
や
っ
て
い
け
る
人
も
い

ま
す
。
集
落
営
農
は
今
後
も
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
加
工
用
米
、
飼
料
用
米

も
27
年
度
予
算
で
盛
り
込
み
、
今

後
研
究
し
な
が
ら
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

発
酵
粗
飼
料
に
つ
い
て
も
農
業

者
の
要
望
が
あ
り
次
第
、
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て

質
問 

当
町
は
山
林
が
６
～
７
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
間
伐
材
な
ど

を
利
用
し
た
バ
イ
オ
燃
料
、
バ
イ

オ
発
電
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長 

町
も
林
業
政
策
は
大
切
に

思
い
、
27
年
度
に
間
伐
予
算
を
計

上
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
多
方
面

か
ら
、
間
伐
材
材
木
の
利
用
を
研

究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

漁
業
に
つ
い
て

質
問 

漁
獲
量
の
減
少
、
魚
価
の

低
迷
、
漁
業
者
の
減
少
、
燃
料
の

高
騰
な
ど
に
よ
り
今
後
の
漁
業
経

営
は
困
難
に
思
わ
れ
ま
す
。
町
の

対
応
策
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長 

町
と
し
て
は
、
港
の
堆
積

土
の
問
題
、
ヒ
ラ
メ
・
ア
ワ
ビ
な

ど
の
放
流
、
さ
か
な
祭
り
な
ど
で

対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
料
の
要
望
が
あ
れ
ば

対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
家
民
泊
に
つ
い
て

質
問 

農
家
民
泊
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長 

民
泊
と
民
宿
の
違
い
が
あ

り
、
消
防
、
保
健
所
等
の
許
可
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

４
月
か
ら
中
野
議
員
が
、
民
宿

許
可
を
受
け
ま
す
。

　

今
後
、
拡
充
し
て
い
く
の
か
見

守
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

一
般
質
問

春を待つトラクター

荒れた山野
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一
般
質
問

義務教育終了後の　　　　
　　　進学者支援について

町長 Uターン者に奨学金の返還支援
を検討する

髙桑　佳子議員

質
問 

当
町
に
お
い
て
、
義
務
教

育
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
多

く
の
支
援
策
が
用
意
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
中
学
校
卒
業
後
の
支
援

は
少
な
い
の
が
現
実
で
す
。

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
な
か

で
、
人
口
減
少
対
策
と
か
ら
め
て

子
育
て
や
若
者
の
支
援
策
が
重
要

課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
義
務
教

育
終
了
後
の
進
学
者
支
援
に
つ
い

て
、
検
討
で
き
な
い
か
、
三
点
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

１
．
高
校
通
学
費
の
助
成
に

　

つ
い
て

質
問 

全
国
の
自
治
体
で
は
少
な

く
な
い
数
の
実
施
例
が
あ
り
、
新

潟
県
内
で
は
、
関
川
村
が
平
成
26

年
４
月
か
ら
、
定
期
券
購
入
額
の

30
％
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

当
町
も
、
町
外
に
通
学
す
る
生

徒
が
多
く
、
通
学
費
用
は
か
な
り

の
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
実
施

を
検
討
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長 

当
町
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
等
医
療
費
の
助
成
も
高

校
卒
業
ま
で
拡
充
い
た
し
ま
し

た
。
進
学
先
に
つ
い
て
は
、
公

立
・
私
立
等
様
々
な
選
択
肢
の
な

か
で
、
各
家
庭
が
経
済
的
負
担
を

考
慮
し
て
選
択
し
て
い
ま
す
。

　

選
択
肢
が
少
な
い
特
別
支
援
学

校
通
学
者
等
に
対
し
て
、
今
回
、

交
通
費
等
の
支
援
を
し
て
い
く
こ

と
に
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
検
討

し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

２
．
給
付
型
奨
学
金
の
創
設
を

質
問 
今
、
何
ら
か
の
奨
学
金
を

利
用
す
る
学
生
は
、
全
体
の
半
数

以
上
で
す
。
国
の
教
育
ロ
ー
ン
を

利
用
し
た
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
よ
る
と
、
高
校
入
学
か
ら

大
学
卒
業
ま
で
に
か
か
る
費
用

は
平
均
で
子
ど
も
１
人
あ
た
り

１
０
３
２
万
円
と
高
額
で
す
。

　

当
町
で
は
無
利
子
の
奨
学
金
制

度
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
貸

与
型
の
奨
学
金
で
は
卒
業
と
同
時

に
借
金
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

就
学
意
欲
の
あ
る
進
学
者
に
対
し

て
、
返
済
の
必
要
の
な
い
、
給
付

型
の
奨
学
金
を
創
設
で
き
な
い

か
、
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長 

当
町
で
は
無
利
子
の
奨
学

金
制
度
を
実
施
し
て
い
る
が
、
利

用
者
は
枠
に
対
し
て
少
な
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
踏
ま

え
て
、
ま
ず
、
こ
の
制
度
を
ど
ん

ど
ん
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

３
．
奨
学
金
の
返
還
支
援
を

質
問 

奨
学
金
を
利
用
し
た
学
生

の
約
１
割
は
返
済
が
で
き
ず
に
苦

し
ん
で
い
る
と
い
い
ま
す
。
国
は

こ
の
状
況
を
危
惧
し
て
お
り
、
奨

学
金
返
還
を
支
援
す
る
動
き
も
あ

る
よ
う
で
す
。

　

卒
業
後
に
当
町
に
Ｕ
タ
ー
ン
す

る
若
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た

め
、
奨
学
金
の
返
還
を
支
援
す
る

事
業
を
当
町
で
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。

町
長 

個
々
の
ご
家
庭
が
経
済
的

に
検
討
し
た
う
え
で
、
奨
学
金
を

利
用
し
て
学
び
、
そ
の
後
、
Ｕ

タ
ー
ン
で
出
雲
崎
町
に
帰
っ
て
定

住
・
就
労
す
る
若
い
方
た
ち
に
、

経
済
的
支
援
は
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
町
は
、
結
婚
、
子
育

て
、
教
育
、
仕
事
等
、
一
貫
し
た

流
れ
の
な
か
で
何
に
重
点
を
置
く

か
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
治
体
横
並
び

一
線
で
は
だ
め
で
、
何
か
起
爆
剤

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

経
済
的
格
差
も
是
正
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
総
合
的
に
考
え
、

意
見
を
聞
き
な
が
ら
ぜ
ひ
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

選
択
肢
が
少
な
い
方
を
優
先

無
利
子
の
奨
学
金
活
用
を

Ｕ
タ
ー
ン
者
に 　
　
　
　

奨
学
金
返
還
支
援
を
考
え
る

  

「給付型」と「貸与型」があります。
だれもが「給付型」を望むものですが

残念ながらほとんどの奨学金は「貸与型」です

公的な制度と民間の制度があります

さらに

給付型 貸与型
返済
不要
！

卒業
後借
金に



編
集
後
記

　
昨
年
の
広
報
い
ず
も
ざ
き

11
月
号
が
、
新
潟
県
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
知
事

賞
と
い
う
最
高
賞
を
受
賞
し

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
推

薦
さ
れ
た
こ
と
は
町
民
と
し

て
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
も
「
読
ま
れ

る
広
報
」
に
す
る
た
め
、
県

の
広
報
研
修
会
の
受
講
や
、

刈
羽
村
と
の
合
同
研
修
会
の

実
施
や
、
他
町
村
の
議
会
だ

よ
り
を
参
考
に
し
、「
見
や
す

い
、
読
み
や
す
い
」
内
容
に

心
が
け
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
皆
様
か
ら
ご
意
見
ご
要
望

等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
は
か
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
子
育
て
支
援

住
宅
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス
に
入

居
し
て
い
た
だ
い
た
若
い
人

が
、
出
雲
崎
に
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
活
気
に
満

ち
た
魅
力
の
あ
る
町
に
皆
様

と
一
緒
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
　  

（
加
藤
修
三
）

表
紙
の
小
話

町

民

の

声

　「
日
本
の
モ
ナ
コ
」
!?　櫻

　井

　真

　理

羽
黒
町

　
春
で
す
。
命
が
躍
動
す
る
春
で

す
。
私
た
ち
日
本
人
は
、
四
季
そ

れ
ぞ
れ
を
愛
で
る
文
化
を
持
ち
な

が
ら
、
「
春
」
は
何
故
に
こ
う
も

特
別
待
ち
遠
し
く
、
心
躍
る
も
の

な
の
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
環
境

に
、
新
し
い
目
標
や
希
望
を
見
い

だ
せ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

　
３
月
定
例
会
で
は
、
国
の
地
方

創
生
政
策
を
受
け
て
、
子
育
て
支

援
、
福
祉
、
地
域
活
性
化
等
を
充

実
す
る
た
め
の
予
算
も
可
決
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　
入
学
式
、
見
て
い
る
だ
け
で
こ

ち
ら
ま
で
嬉
し
く
な
る
よ
う
な
、

明
る
い
表
情
の
子
ど
も
た
ち
。
こ

の
笑
顔
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
私
た
ち
そ
れ

ぞ
れ
が
、
こ
の
町
で
こ
の
地
域
で

各
家
庭
で
、
そ
し
て
人
と
し
て
何

が
出
来
る
の
か
を
考
え
、
一
歩
を

踏
み
だ
す
春
に
し
た
い
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
　
　 

（
髙
桑
佳
子
）

めばえ教室の様子

　
私
は
現
在
、
５
才
と
２
才
の

男
の
子
の
子
育
て
真
っ
最
中

で
、
子
供
の
お
か
げ
で
毎
日

色
々
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　
あ
り
が
た
い
事
に
出
雲
崎

は
、
高
校
卒
業
ま
で
の
子
供
の

医
療
費
助
成
や
親
子
遊
び
教
室

な
ど
の
様
々
な
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　
出
雲
崎
は
「
日
本
の
モ
ナ

コ
」
と
い
う
夫
の
言
葉
に
半
信

半
疑
で
嫁
い
で
き
ま
し
た
が
、

歴
史
や
文
化
の
薫
り
た
だ
よ
う

街
並
み
、
風
光
明
媚
な
景
色
は

当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
？
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
様
な
環
境
で
の
子
育
て

は
町
外
に
住
む
友
人
に
う
ら
や

ま
し
が
ら
れ
る
程
で
す
が
、
理

想
を
言
え
ば
キ
リ
が
な
く
多
く

の
夢
や
希
望
が
出
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
遊
具
が
沢
山
設
置
さ

れ
て
い
る
公
園
や
遊
び
場
が
充

実
し
て
い
る
広
い
屋
内
施
設

（
子
供
支
援
セ
ン
タ
ー
的
な
も

の
）、
室
内
温
水
プ
ー
ル
が
あ
っ

た
ら
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
共
働
き
世
代
が
多
い

の
で
病
児
保
育
事
業
を
し
て
頂

け
る
と
助
か
る
家
庭
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
れ
か
ら
ひ
ま
わ
り
ハ
ウ
ス

の
入
居
が
始
ま
る
と
、
新
し
い

方
々
が
町
に
住
む
事
に
な
り
ま

す
が
出
雲
崎
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
言
っ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

　
そ
し
て
近
い
将
来
、
出
雲
崎

が
「
日
本
一
子
育
て
し
や
す
い

町
」
と
し
て
そ
の
名
が
広
ま
る

事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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